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【第 1回】

提  漁 串 日(第3種 郵便物認可)

員
崎
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

０６
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た

経
済
産
業
省

「リ
ス
ク
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
研
究
会
報
告
書
」

は
、
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を

「企
業
が
行
う
事
業
活
動

に
必
然
的
に
付
随
す
る
リ
ス

ク
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
が
顕

在
化
し
た
際
の
企
業
経
営

ヘ

の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト

を
緩
和

・
抑
止
す
る
財
務
的

手
法
で
あ
る
」
と
定
義
し
て

い
る
。
こ

の
報

告

書

は
、

「社
内
の
リ
ス
ク
管
理
体
制

に

つ
い

て
、
多
く

の
企
業

は
、
総
務
部
門
や
管
財
部
門

を
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
担

当
部
門
と
し
て
位
置
づ
け
、

保
険
手
当
て
部
分
の
み
を
取

り
出
し
て
処
理
し
て
い
る
こ

と
が

一
般
的
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
全
社
的
な
財
務

戦
略
の
中
で
自
社
の
リ
ス
ク

フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
の
最
適
化
を

検
討
す
る
た
め
に
は

、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
門
の
知

見
と
企
業
財
務
の
観
点
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

一
部
先
進
企
業
に
お
い

て
は
、
従
来
の
保
険
担

当
部

門
と
財
務
部
門
等
が
連
携
あ

る
い
は

一
体
と
な

っ
て
リ
ス

ク
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
の
最
適
化

を
図

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見

ら

れ

る
」
と

指

摘

し

て

い

る
。一

方
、
世
界
銀
行
の
リ
ポ

ー
ト
で
は
、
リ

ス
ク
フ

ァ
イ

ナ
ン
ス
に

つ
い
て
、

「
自
己

資
金
」

「
災
害
復

旧
融
資
」

「保
険
」
の
ベ
ス
ト

・
ミ

ッ

ク
ス
が
肝
心
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る
。
自
己
資
金
の
保
有

・
金
融
機
関
か
ら
の
僧
り
入

れ

，
損
害
保
険
は
い
ず
れ
も

す

べ
て
リ
ス
ク
発
生
時
に
お

け
る
キ

ャ
ッ
シ

ュ
シ

ュ
フ

ロ

ー
対
策
で
あ
る
。

本

研

究

会

発

足

の

趣

旨

は
、
損

害

保

険

代

理

店

が

「
企
業
の
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ

ロ

ー
を
総
合
的
に
検
討
し
て
、

企
業
に
最
も
有
効
な
損
害
保

険
の
付
け
方
を
提
案
し
、
損

害
保
険
で
対
応
で
き
な
い
部

分
に

つ
い
て
、
特
に
中
小
企

業

に

対

し

て

政

府

の
対

策

（災
害
復
旧
融
資
制
度
）
と

の
ベ
ス
ト
ミ

ッ
ク
ス
を
図
る

こ
と
に
よ

っ
て
財
務
的
な
事

業
継
続
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ひ

い
て
は
企
業
経
営
者
の
信
頼

を
勝
ち
取

っ
て
保
険
営
業
を

推

進

す

る

方

策

を

研

究

す

る
」
こ
と
に
あ
る
。

第

１
回
研
究
会
で
は
、
次

の
事
項
に

つ
い
て
、
講
師
と

代
表
　
員
崎
　
達
二
朗

鱒
車貰
叫鵠
盟輸
”碧
乱

”
―
の
見
地
か
ら
見
た
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
保
険
セ

¨
―
ル
ス
」
、
６
月
に

「キ
ヤ

ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
か
ら
見
た
中
小
企

“
業
の
地
震
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
そ
の
縁
で
、
同
研

一
究
所
教
育
研
修
部
マ
ネ
ジ

ャ
ー
三
木
博
生
氏
の
紹
介
に
よ

っ

一　
て
、
わ
た
し
を
講
師
と
し
、
東
京
損
害
保
険
代
理
業
協
会
の
有

一
志
を
中
心
に

「キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
の
見
地
か
ら
の
保
険
セ
ー

一
ル
ス
」
研
究
会
を
３
回
に
わ
た

っ
て
行

っ
た
。
そ
の
内
容
を
３

¨
回
に
分
け
て
報
告
す
る
。

参
加
者
の
間
で
活
発
な
議
論

を
行

っ
た
。

１
　
ど
の
よ
う
な
企
業
を

タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
す
る
か
。

特
別
の

コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
が

な
け
れ
ば
大
企
業
は
攻
め
難

い
。
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
中
小
企

業
で
は
な
い
か

（製
造
業
資

本
金

３
億
円

ｏ
ｒ
従
業
員

３

０
０
人
以
下
、
卸
売
業
資
本

金

１
億
円

ｏ
ｒ
従
業
員

１
０

０
人
以
下
、
小
売
業
資
本
金

５
０
０
０
万
円

ｏ
ｒ
従
業
員

５。
人
以
下
、
サ
ー
ビ
ス
業
資

本
金

５
０
０
０
万
円

ｏ
ｒ
従

業
員

１
０
０
人
以
下

〈
中
小

企
業
基
本
法
の
定
義
〉
）
。

「
キ

ヤ
ツ
シ

ュ
フ

ロ
ー
と

保
険
」
の
見
地
か
ら
見
た
場

合

、
中
小
企
業
を
タ
ー
ゲ

ッ

ト

と
す
る
場
合
の
最
大
の
ポ

イ

ン
ト
は
、
損
害
保
険
で
カ

バ
ー
で
き
な
い
部
分
の
キ

ャ

シ

ュ
フ

ロ
ー
対
策
を
、
政
府

の

「
中
小
企
業
施
策
」
で
カ

バ
ー
で
き
る
点
に
あ
る
。

損
害
保
険
で
カ
バ
ー
で
き

な
い

（あ
る

い
は
困
難
）
な

部
分
は
、
①
地
震
発
生
時
の

「
資
産
の
復
旧
費
用
十
事
業

中
断
損
失
」
②
集
団
感
染
発

生
時
の

「
事
業
中
断

（含
む

売
り
上
げ
低
下
）
損
失
」
③

大

不

況

時

の

「事

業

中

断

（含
む
売
り
上
げ
低
下
）
損

失
」
―
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
部
分
に
は
、
ま

ず
自
己
資
金
を
充
て
、
不
足

す
る
場
合
は
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
入
れ
が
必
要
と
な
る

が
、
リ
ス
ク
発
生
時
に
民
間

金
融
機
関
か
ら
の
借
り
入
れ

は
困
難
だ
。
中
小
企
業
は
、

政
府
の
施
策

（災
害
復
旧
融

資
制
度
）
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
保
険
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
キ

ャ
ッ
シ
フ

ロ
ー
を
補
う

こ
と
が
で
き
る

。

（参
考
書

「
平
成

２２
年
度
　
中
小
企
業

施
策
利

用
ガ
イ

ド
ア

ッ
ク
」

ｒ
言
口

ヽ

電
宅
電

あ
げ
●
∽
Ｊ

Ｏ
■
ヨ
〇
一
十
∞
Ｏ
ｉ
ｏ
ヽ
，
ｐ
ヨ
つ
い

の
一
ヽ
い
‐
げ
〇
〇
汗
ヽ
４申
０
●
Ｘ

Ｊ
ヽ

３

じ２
　
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク

を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
す
る
か
。

・
事
故
や
災
害
に
よ
る
キ

ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー

リ

ス

ク

（特
に
火
災
に
よ
る
事
業
中

断
リ
ス
ク
、
水
災
リ
ス
ク
）

。
自
然
災
害
に
よ
る
キ

ャ

ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー
リ
ス
ク

・
取
引
先
の
倒
産
リ
ス
ク

・
パ

ン
一て
ヽヽ
ツ
ク

・
テ

ロ
な
ど

３
　
保
険
の
種
類

水
災
特
約
、
利
益
保
険

、

取
引
信
用
保
険

・
地
震
保
険

な
ど

。

業
種
別
販
売
作
戦

ハ
ン
ド

フ

ッ
ク

（製
造
業
編

・
販
売

業
編
）
の
活
用
。

４
．
企
業
の
誰
を
タ

ー
ゲ

ッ
ト
に
す
る
か
。

○
経
営
者
を
攻
め
る
。
経

営
者
が
耳
を
傾
け
る
知
見

・

話
題
を
身
に
付
け
る
。

○
保
険
担
当
者

・
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
者

・
財

務
担
当
者

＊
リ
ス
ク
周
辺
分
野
の
広

範
な
知
識

・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

↓

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

・
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
↓
Ｉ
Ｓ

０
３
１
０
０
０

・
内
部
統
制

↓
金
融
商
品

取

引

法

（
Ｊ

Ｉ

Ｓ

Ｏ

Ｘ

・

会
社
法
）

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
↓
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー
対
策

・
企
業
分
析
↓

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ

（国
際
会
計
基
準
）

。
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク

・
テ

ロ
対
策

・
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
な
ど

次
回
の
検
討
課
題
は
、
リ

ス
ク
発
生
時
の
事
業
中
断
損

失
金
額
の
計
算

・
金
額
の
提

示
と
し
た
。

【
眠
崎
達

二
朗

（ま
さ
き

。
た

つ
じ
ろ
う
）
氏
の
プ

ロ

フ

イ
ル
】

１
９
３
３
年
生
ま

れ
。

５７
年
京
都
大
学
法
学
部

卒
業
後

、
住
友
銀
行

（
現
三

井
住
友
銀
行
）
に
入
行
し

、

上
野
支
店
長

、
本
店
支
配
人

を
歴
任
。

８６
年
山
之
内
製
薬

（現
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
）
に

入
社

、
取
締
役
経
理
部
長
、

監
査
部
長

、
常
動
監
査
役
を

務

め

る
。
９．
年

銀

泉

に

入

社

、
取
締
役
保
険
業
務
調
査

室
長
、
常
務
取
締
役
保
険
企

画
本
部
長

、
保
険
部
門
社
長

補
佐
を
経
て
、
９９
年
銀
泉
保

険

コ
ン
ツ
ル
テ

ィ
ン
グ
顧
聞

に
就
任
し

、

２
０
０
３
年

３

月
末
ま
で
企
業
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の

コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
実
務
に
従
事
。

０５
年

か
ら
中
小
企
業
庁

「
中
小
企

業

Ｂ
Ｃ
Ｐ
普
及
事
業
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
有
識
者
会
議
メ

ン

バ

ー
、
０６

年

度
、

０７

年

度
、

０８
年

度

は

中

小

企

業

庁
、
三
菱
総
研
と
中
小
企
業

Ｂ
Ｃ
Ｐ
普
及
事
業

、
ガ
イ
ド

ラ

イ

ン
改

訂

作

業

に

携

わ

る
。
主
な
著
書
に

「
危
機
管

理
対
策
必
携
　
事
業
継
続

マ

ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
構

築
の
実
際
」

（共
著

・
日
本

規
格
出
版
）
、

「
災
害
危
機

管
理

読
本
」

（共
著

・
日
本

コ

ン
サ

ル

タ

ン
ト

グ

ル

ー

プ
）
が
あ
る
。

（
つ
づ
く
）

娩

研 究 会 で は活 発 に意 見 が 変 換 され た
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代
表
　
員
崎
　
達
二
朗
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”
　
第
２
回
研
究
会
は
、
「キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
分
析
に
よ
る
被
災
時
の
必
要
資
金
額

“

樹

ン

鶴

ャ
ル
蓬

ン

総

の
事
故
な
ど
で
、
資
産
の
損

害
が
発
生
す
る
。
損
益
計
算

上
は

帳
簿
上

の
価
格

（簿

価
）
が
損
害
額
、
実
際
の
損

害
額
は
当
該
設
硝
茅
季
お
う

た
ら
い
く
ら
か
と
い
う
金
額

（再
調
達
価
格
）
。
キ
ャ
ッ

シ

ュ
フ
ロ
ー
の
見
地
か
ら
は

復
旧
費
用
が
問
題
と
な
る
。

復
旧
費
用
と
再
調
達
価
格
と

は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。

例
え
ば
、
建
物
を
木
造
か
ら

鉄
骨
ス
レ
ー
ト
〓
き
に
す

る
、
あ
る
い
は
、
工
場
を
構

小
す
る
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
。

火
災
で
工
場
が
焼
失
し
た

ら
工
場
の
生
産
が
ス
ト
ッ
プ

し

（奪
薬
の
中
断
）
、
一雰
り

上
げ
は
減
少
す
る
。
火
災
保

険
と
尋
集
中
断
の
損
失
を
補

て
ん
す
る
利
益
保
険
を
付
保

し
て
い
れ
ば
、
損
害
は
保
険

で
カ
バ
ー
で
き
る
。
こ
の
種

の
事
故
も
企
業
の
自
主
的
な

努
力
に
よ

っ
て
事
故
の
発
生

一を
つ
盈
程
度
防
止
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。

次
に
、
自
然
災
書
に
つ
い

て
書

み
～
安
中
。
地
震
の
発

生
に
よ

っ
て
工
場
が
損
壊
し

た
場
合
、
復
旧
費
用
が
発
生

す
る
。
工
場
が
損
壊
す
れ
ば

生
産
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
売
り

上
げ
が
減
少
す
る
。

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
自

社
の
工
場
が
復
旧
し
て
も
、

電
気

・
ガ
ス

・
上
下
水
道
な

ど
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
が
で
き

て
い
な
け
れ
は
、
工
場
は
穣

働
し
な
い
と
い
う
こ
と
。
エ

場
が
ス
ト

ッ
プ
す
る
期
間
は

自
社
の
復
肩
期
間
と
イ
ン
フ

一フ
２
笹
阻
期
間
の
長
い
方
で

決
ま
る
。

地
震
に
億
え
て
、
企
業
が

招

経

８

こ
と
は
困
難
だ
。
ま
た
、
地

盛
に
よ
る
事
業
中
断
の
損
失

を
補
て
ん
す
る
保
険
を
付
保

す
る
こ
と
底
濫
一め
て
困
難
で

あ
る
。
多
く
の
場
合
、
企
業

は
地
震
に
よ
る
損
害
を
自
社

で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
事
故

・
災
書
が
発
生
し

た
場
合
、
企
業
の
存
続
の
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
語

ず
る
が
、
特
に
キ
ャ
ッ
シ

ュ

フ
ロ
ー
の
見
地
か
ら
は
、
復

旧
費
用
を
自
社
で
負
担
せ
ざ

る
を
得
な
い
地
震

へ
の
対
策

が
最
も
問
題
と
な
る
ゆ
え
ん

喜

。

自
然
災
書
、

例

え

ば
、
地

震
、
風
水
督
、

火
山
の
原
火
な

ど
の
発
生
は
防

げ
な
い
。
企
業

が
で
き
る
こ
と

は
自
然
災
書
の

被
害
を
極
小
化

す
る
対
策
を
お

す
る
こ
と
。

ま
た
、
従
来

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
，

ま
と
自
然
災
督

対
策
が
中
心
だ

っ
寿

、
察

の
リ
ス
ク
は
そ

れ
に
と
ど
ま
ら

な
い
。

新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
や
大

不
況
に
対
す
る

キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー
対
策
も
重

語

。

自
己
資
金
の
保
有

・
損
害

保
険

・
金
融
機
関
か
ら
の
借

入
も
、
す
べ
て
リ
ス
ク
発
生

時
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ

ロ
ー
対
策
で
あ
る

（表
２
◆

５

。
自
己
資
金

（手
元
資
金
）

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

損
害
保
険
は
、
表
２
で
明

ら
か
な
さ
２
に
、
損
害
保
険

に
よ

っ
て
カ
バ
ー
で
き
な

い
、
あ
る
い
は
困
難
な
部
分

は
、
▽
地
震
発
生
時
の

「資

産
の
復
旧
費
用
＋
事
業
中
断

福
左
合

▽
集
団
用
囲
在
密
告
時

の

「車
業
中
断

（合
む
売
り

上

げ

低

下
）
損

容

▽

大

不

況

時

の

「事

業

中

断

（合

む

売

り

上

げ

低

下
）
損

き

で
、
こ

の

部

分

に

は
自

己
資
金

を

充

て
、
不

足

す

る

場

合
は

金

融
機

関

か

ら

の

借

り

入
れ

が

必
要
と
な
る
。

金

融

機

関

か

ら

の
借

り

入
れ

に

関

し

て

は
、
民

間

金

融
機

関

か

ら
リ

ス

ク
発

生

時
に

災

害

復

旧

融
資

を

受
け

る

こ
と

に
は

限

界

薯

。

国

が

行

う

中

小

企
業

に
対

す

る
リ

ス

ク
発

生

時

の

支

援
策
は
、
長
期
に
利
の
災
書

復
旧
融
資
と
信
用
保
証
制
度

の
活
用
で
あ
り
、
大
規
模
な

地
震
災
書
発
生
時
の
中
小
企

業
の
災
督
復
口
に
対
す
る
政

府
系
中
小
企
業
向
け
金
融
機

関

（現

日
本

政
策
金

融

公

自
）
の
愛
害
復
旧
貸
付
制
度

と
信
用
保
証
面
会
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ

ッ
ト
保
証
制
度
の

効
用
は
極
め
て
大
き
い
も
の

替

。

必
要
資
金
の
算
定
に
関
し

て
は
、
中
小
企
業
庁
が
策
定

し
た

「中
小
企
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
運
用
指
針
」
の
財
務
診
断

モ
デ
ル

（基
本

・
中
級

・
上

級
）
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
関
連
資
料
な

ど
に
組
載
さ
れ
て
い
る

（表

３
，
照
）
。

財
務
診
断
モ
デ
ル
で
は
、

雀
垣
室
用
＋
事
業
中
断
に
よ

る
責
《軍
審
り
の
悪
化
額
＝
復

旧
野
宙
盤
聡
客
焦
い
２
書
え
を

基
本
と
し
て
い
る
。
基
本
コ

ー
ス
で
は
、
復
旧
費
用
十
事

業
中
断
に
よ
る
資
金
繰
り
の

自

豪

　
「纂

を
重
め
置
め
」
記
入
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。
事
業
中

断
に
よ
る
資
金
繰
り
の
悪
化

額
は
、
中
級
ヨ
ー
ス
の
Ｅ

ｘ

ｃ
ｅ
ｌ
　
Ｓ
ｈ

ｅ
ｅ
ｔ
に
損

益
計
算
●
の
数
字
を
記
入
す

れ
は
自
動
的
に
計
算
で
き

る
。災

害
時
に
、
復
旧
資
金
の

借
り
入
れ
を
必
要
と
す
る
場

合
、
中
小
企
業
の
約
範
％
は

赤
字
企
業
の
た
め
、
事
前
対

策

・
復
旧
対
策
の
た
め
に
借

り
入
れ

を
し
よ
う
と
し

て

も
、
返
済
原
資
な
ど
に
問
題

が
生
す
る
。
し
か
し
、
手
前

対
策

・
復
旧
対
策
に
意
欲
が

庫
）

・
商
工
組
合
中
央
金
底

は
弾
力
的

に
相
談
に
応
ず

る
。第

２
回
研
究
会
で
は
、
お

懇

樹

厚

覇

し
、
章
案
中
題
に
よ
歪
賃
金

繰
り
の
悪
化
額
の
計
算
の
実

際
に
つ
い
て
も
説
明

・
強
輪

を
行

っ
た
。
　

（
つ
づ
く
）

田
崎
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

登

千

災
驚

に
輝

る

企
業
の
キ

ュ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー

の
悪
化
に
つ
い
て
表
１
の
よ

う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
事
例
は
製
造
業
の
場
合

だ
が
、
ほ
か
の
発
種
に
つ
い

て
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
れ

ば
よ
い
。

製
品
の
事
故
寧
金
奏
り
外

で
起

こ

っ
た
事
故
。
例

え

ば
、
販
売
し
た
食
品
の
中
吾

事
故
の
発
生
、
欠
陥
車
の
販

売
に
窓
因
す
る
事
故
な
ど
が

こ
れ
に
当
た
る
。
工
場
の
設

備

に
は

影
響

・
損

害
が

な

く
、
工
場
の
稼
働
が
止
ま
る

全
霊
寒
の
中
断
）
こ
と
も
な

い
。
事
故
処
理
の
費
用
が
発

生
し
、
キ

ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー

を
悪
化
さ
せ
る
。
ま
た
、
暮

故
発
生
に
対
す
る
世
間
の
反

応
に
よ

っ
て
売
り
上
げ
が
低

下
す
る

含
爵
騒
聾
じ

。
製

品
事
故
は
企
業
の
自
主
的
な

努
力
に
よ

っ
て
発
生
を
あ
る

程
度
防
止
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

設
備
の
事
故
は
企
業
の
内

部
で
慰
ナ」Ｐ
こ
字故
。
四
え

ば
、
工
場
の
火
災
、
原
子
炉

鍵
靭
製
鍮
　
　
　
　
ゆ繍
髄
薔
牢

表1 事 故・災害発生時のキャッシュフローの悪化

事社 ・災書の分類 資と被書の彰書 ■栄中断 売り上げ減少
キャッシュフロー

惑化の原園

A)製 品の事故

例 中●●4)

なし
ただし、事散処理
費用が発生しキ
ャッシュフロー

を悪化させる。

なし
※例えは、食中Ⅲ
は、行政機関によ
るお段の字上処
Eの 可能性あり

あリ

世間の反応によ
り売り上〔プ減少
→舶 ヒ

事故21E費 用+

(B解 による売り上げ減少
→業富悪化)

D段 鳴の'散

(切 火 翔

あり
生産投備の領旧
費用が発生しキ
ャッシュフロー

を悪化させる。

あり

あり

事業中断により
売り上げ減少→

業,悪 化

よ芸敬曹の任旧費用+

● 業中断による売り上げ

鴻少→業n悪 化)

Cl自然災曽

17 1胆

あり
生産段付の領旧
費用が発生しキ
ャッシュフロー

を顧ヒさせる。

あり

あり

Ⅲ葉中断により
売り上|プ減少→

秦額悪化

資重複書の使旧費用+

は 中断による売り上げ

渉 JttHl瞬化)

寝2 事 故・災書発生時の中小企業におけるキヤツシユフロー対策一覧

【第2回】

主 体 鞭 娘 順 火災 水災 集団感染 新 況

蘇 自己資金

資産の復旧費用 0 ◎ 0

― 離 0 0 0 0 0

録宮保険会社 ng8険
資産の損害 欝 0 0

H● 断領失 鎖 0 0 釘 鑑

政府系金融機関 伽
破
姫
出

■産の包旧費用 0 0 0

,凛 中断領失 0 0 0 0 0

車 帥印
資との優旧費用 0 0 0

中黎中断損失 0 0 0 0 0

民間金融報円
フロパー

史し出し

資産の優旧費用 ? ,

,韓中断損失 ? ,

豪3当 骸コースにおいて利用が必要となるモデル 領陶なR3を述 のこと)

珠 報 上級

財務移断モデル基本コース ●

財務じ断モデル中曇コース(製造環 ) ●

財おじ断モデル中級コース(卸 ・小売黎 l ●

財おけ析モデル中最コース(8ml ●

擁 職

保険固日新聞社のホロムペ‐ジ
htp十1肺、hOm拭・cofp




